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分子物理化学 II 2単位 2年 (後期)

山本孝 ·准教授 /社会創生学科

【授業目的】分子物理化学 Iでは熱力学をもとにして，分子を構成単位とする物
質の化学反応および物質の状態の変化などについて説明するのに対して，分
子物理化学 IIでは量子力学をもとにした原子の電子配置，化学結合，分子の
構造，電磁波と物質の相互作用について説明する．また，液体，固体の構造
について説明する．

【授業概要】先ず，物質を構成するミクロな粒子である原子や分子の性質を学習
する．ついで，それらが凝集した液体と固体の状態について学習する．

【キーワード】原子の構造，分子軌道法，分子分光学，溶液の構造，固体の構造
【先行科目】『現代化学の世界』(1.0)

【履修上の注意】予習をしていることを前提に授業を行う．
【到達目標】

1.原子軌道について理解している．
2.分子軌道法について理解している．
3.分光学の原理について理解している．
4.液体，溶液に関する基礎的な内容について理解している．
5.結晶，固体に関する基礎的な内容について理解している．

【授業計画】
1.量子力学の起源について講義する．
2.シュレディンガー方程式と波動関数 について講義する．
3.量子論 (1):並進運動と振動運動 について講義する．
4.量子論 (2): 回転運動と近似の手法 について講義する．
5.水素型原子の構造とスペクトルについて講義する．
6.多電子原子の構造と近似法について講義する．
7.一重項状態と三重項状態，スピン-軌道相互作用について説明する．
8.中間試験
9.ボルン-オッペンハイマー近似と原子価結合法について講義する．

10.分子軌道法について講義する
11.ヒュッケル分子軌道法 について講義する
12.対称操作と対称要素，分子の対称による分類について講義する
13.指標表と対象の記号付けについて講義する
14.回転スペクトルと振動スペクトルについて講義する
15.電子遷移について講義する
16.定期試験

【成績評価】試験を実施する．
【再試験】一定の基準を満たしている場合に再試験を行う．
【教科書】アトキンス 物理化学 (上)
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219126
【連絡先】
⇒山本 (088-656-7263, t-yamamo@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 授業中に紹介する．)
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